
平成 28 年度 PBPM 参加薬剤師用相互理解 DVD 上映アンケート報告書 
 
日本臨床腫瘍薬学会主催のホップ・ステップ・ジャンプで進める がん治療の薬-薬連携セミ

ナーにて、DVD 動画 「地域医療連携推進（薬薬連携）推進企画 病院薬剤師、保険薬局

薬剤師の相互理解 （業務紹介編、薬局編）」を上映し、参加者に対しアンケート調査を行

った。 
【アンケート結果】 
セミナー参加者 東京会場 １５５名  大阪会場 ９８名  合計 ２５３名 
アンケート回収率  ９８％（２４８名／２５３名） 
【回答者の背景】 
勤務先     名     ％ 

病院・診療所 122 49%

保険薬局 113 46%

その他 8 3%

無回答 5 12%

 
設問１：DVD 動画の上映についての満足度を教えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設問２：DVD 動画を視聴して、医療機関と保険薬局との連携に必要な事項を理解する事が

出来ましたか 
 
 
 
 
 
 
 
 

年齢     名     ％ 

20 代 47 19%

30 代 82 33%

40 代 54 22%

50 代以上 64 26%

無回答 1 0.4%

（名） 

（名） 

資料 13 

TITLE 相互理解DVD 薬局編 構成案（10分） TOTAL 4/5

CUT PICTURE ACTION ALOGUE TIME

B-24
B-25
B-26

＜映像＞
インタビュー
・病院薬剤師
・保険薬局薬剤師
・JASPO理事長

インタビュー

テーマに沿ってインタ
ビュー

※要検討（インタビュー中）

将来的には、保険薬局さんからの情報
を病院へ連携。診療に活かす。（トレー
シングレポートやテレフォンフォロー
アップを紹介）

B-27
B-28
B-29

＜ドラマ＞
※円滑に連携している再現シーン

女性患者1名 （俳優）
薬剤師 受付1名 （俳優）
薬剤師（関係者）

エンディングイメージ

病院薬剤師⇒保険薬局
薬剤師（かかりつけ薬剤
師）に電話、連携から始ま
るシーン。

笑顔での電話シーンやお
くすり手帳での連携確認
シーン。

薬局から患者さんへの迅
速な調剤、服薬サポート。

患者さんも喜び、薬剤師
も笑顔で終了

＜ナレーター＞
最後の三つ目は、「薬の在庫が無い」。

病院薬剤師は、通院治療センターや外
来化学療法室において、患者さんのか
かりつけの薬局を把握し、事前に在庫を
確認しておくことが大切です。

かかりつけ薬局を持っていない患者さん
には、保険薬局によっては在庫がない場
合もあることを説明し、お薬を貰おうと考
えている保険薬局に事前に連絡すること
を勧めるのも有効でしょう。
このように病院側からのさまざまな働き
かけでトラブルを防ぐことができます。

＜ナレーター＞
それではここで、どうすれば病院薬剤師
と保険薬局の薬剤師が連携していける
のかを、それぞれの立場の薬剤師に
伺ってみましょう。

＜テーマ＞
・薬薬連携ができてないと炎上する

・病院と保険薬局のお互いの治療の流
れを理解することが必要

・抗がん剤治療をきちんと理解してみよう

患者さんの治療の流れ
・抗がん剤治療の医療と薬剤師の関わり

③在庫がない

＜ナレーター＞
みなさん、いかがでしたか？

このように、病院薬剤師と保険薬局薬剤
師の連携を行うことで、患者さんへの負
担を減らしてよりよい治療のサポートが
できることをご理解いただけたかと思い
ます。

このDVDの内容を教訓として、ぜひ皆さ
んも一緒に連携ができる環境を作り上げ
ていきましょう。

＜写真＞
薬の在庫確認イメージ
電話で確認しているイメージ
FAXや電子媒体のイメージ

B-21
B-22
B-23
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【考察】 
アンケート調査の調査対象者は、病院薬剤師と保険薬局薬剤師が半数であり、両者の意見

が反映された結果となった。全体的な評価として、DVD 動画の内容に対する満足度は高く、

約９割が医療機関と保険薬局との連携に必要な事項を理解する事が出来たとの回答を得た。

各論の評価としては、がん治療へ関わる場合に有用と感じた項目についての設問を設けた。

その結果は薬剤師の介入方法や、患者説明、レジメン確認及び副作用確認のチェックポイ

ントなど、患者の治療に関わる実践的な内容と、病院薬剤師と保険薬局薬剤師が実際に連

携を進めて行くための事項が多かった。 また、約８割以上が医療機関との連携のきっか

けとなり、また、積極的な患者対応につながるとの回答を得る事が出来た。 
この DVD 動画は、PBPM 参加薬剤師用トレーニングプログラムの一環として作成された

ものであるが、アンケート結果からも概ね目的が達成し得るものであると考える。  
 
                              文責 松井 礼子 

設問３：DVD 動画の内容の中で実際にがん治療へ関わる場合に有用と感じた項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
設問４：DVD 動画は今後の医療機関との連携を行うためのきっかけになると思いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設問５：DVD 動画の内容は、積極的ながん患者への対応につながると思いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（名） 

（名） 

（名） 
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【考察】 
アンケート調査の調査対象者は、病院薬剤師と保険薬局薬剤師が半数であり、両者の意見

が反映された結果となった。全体的な評価として、DVD 動画の内容に対する満足度は高く、

約９割が医療機関と保険薬局との連携に必要な事項を理解する事が出来たとの回答を得た。

各論の評価としては、がん治療へ関わる場合に有用と感じた項目についての設問を設けた。

その結果は薬剤師の介入方法や、患者説明、レジメン確認及び副作用確認のチェックポイ

ントなど、患者の治療に関わる実践的な内容と、病院薬剤師と保険薬局薬剤師が実際に連

携を進めて行くための事項が多かった。 また、約８割以上が医療機関との連携のきっか

けとなり、また、積極的な患者対応につながるとの回答を得る事が出来た。 
この DVD 動画は、PBPM 参加薬剤師用トレーニングプログラムの一環として作成された

ものであるが、アンケート結果からも概ね目的が達成し得るものであると考える。  
 
                              文責 松井 礼子 

設問３：DVD 動画の内容の中で実際にがん治療へ関わる場合に有用と感じた項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
設問４：DVD 動画は今後の医療機関との連携を行うためのきっかけになると思いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設問５：DVD 動画の内容は、積極的ながん患者への対応につながると思いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 

（名） 

（名） 

（名） 
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